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⽇本の⽔産業





親も⼦供に
「勉強して役場職員にでもなれ」

と⾔うありさま
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⼩さな島国⽇本。

限られた資源の中で、世界三⼤漁場をはじ
めとする豊かな海に⽣かされてきた。
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東⽇本⼤震災

あらゆる⽇本の課題が浮き彫りに。
漁業の課題も例外ではなく、

親世代が漁師を諦めようとしていた。
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こんなことで
東北の漁業を
無くすわけには
いかない
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いまこそ
浜を越え、職業を越え、
強いチームをつくろう
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⼀般社団法⼈フィッシャーマン・ジャパン

震災から3年経った2014年5⽉、漁
師8名、⿂屋3名、事務局2名で発⾜



活動理念
三陸から⽇本の⽔産業を “新3K”産業に変える

新3K=カッコいい、稼げる、⾰新的

ビジョン

2024年までに 三陸に多様な能⼒をもつ新しい職種

「フィッシャーマン」を1,000⼈増やす
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海

⽣産
(漁師・⽣産者)

加⼯
（⽔産加⼯業者）

国
内
消
費
者

直営 飲⾷店

提携飲⾷店

提携スーパー

直営 EC

東北⾷・⽂化輸出組合
（地域輸出商社）

海
外

販売集荷・流通
（地⽅流通業者）

(株)フィッシャー
マン・ジャパン・
マーケティング

集荷機能
販売機能
＋

コンサル事業

担い⼿育成
TRITON
PROJECT

⽔産業に興味のある⽅、外部の⽀援者

副業斡旋
インターン斡旋

(⼀社)フィッシャーマン・ジャパン

直接
販売

卸
販売

海や浜の状況を発信 参加、協⼒、協業

環境保全
事業

(合)さかなデザイン クリエイティブ・PR



漁業・⽔産業がピンチっぽい︕
どうしよう︕



ピンチを救う︖︕海業とは︖



海や漁村の地域資源の価値や魅⼒を活⽤する事業であって、国内外
からの多様なニーズに応えることにより、地域のにぎわいや所得と
雇⽤を⽣み出すことが期待されるものをいう。
（⽂章/イラスト ⽔産庁「海業の推進」より）



フィッシャーマン・ジャパンが
苦労した漁業体験の「型」



移動⼿段や移動時間、宿泊場所、旅⾏業免
許などを考慮するとお客さんからもらうお
⾦と、地域に落ちるお⾦のバランスが難し
い・・・
最⼩催⾏⼈数にはかはかする・・・

地域の協⼒をとりつけるのも⼼労が・・・

持続可能なビジネスにならない・・・

ビジネスとしても、地域の
ソーシャルインパクトとし
ても、弱いし不安定かも︕
（少なくとも⽯巻の漁村では）



それを踏まえて続けている
フィッシャーマン・ジャパンの

体験事業



フィッシャーマン・ジャパン note

フィッシャ
ーマン note



漁村の雇⽤を直接的に増やすための活動
「TRITON PROJECT」「&ANGLER」



漁村の雇⽤を直接的に増やすための漁業体験



未来に続く「漁村プライド」を育むための漁業体験
「すギョいバイト」「うおうおシリーズ」



未来に続く「漁村プライド」を育むための漁業体験



【番外編】未来にバトンを渡すための
バーチャル漁業体験＠⼤阪・関⻄万博



「漁村に何かをもたらしてくれるであろう⼈」に
体験してもらうための漁業体験



「漁村に何かをもたらしてくれるであろう⼈」に
体験してもらうための漁業体験

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
︵
観
光
・
販
路
︶

学
⽣
︵
イ
ン
タ
0
ン
︶

バ
イ
ヤ
0
ツ
ア
0

副
業
呼
び
込
み

企
業
研
修
︵
環
境
・
新
規
事
業
・
リ
0
ダ
0
シ
E
プ
︶



「漁村に何かをもたらしてくれるであろう」
海業マッチング

海業マッチ
ング



あらためて海業とは︖



海や漁村の地域資源の価値や魅⼒を活⽤する事業であって、国内外
からの多様なニーズに応えることにより、地域のにぎわいや所得と
雇⽤を⽣み出すことが期待されるものをいう。
（⽂章/イラスト ⽔産庁「海業の推進」より）



⼤事なのは「誰のための活動なのか」じゃないかしら︖



・売りたいモノやサービスはこれからもあり続けるか

・誰のためになるか。本気でやりたいことなのか

・嫌がる⼈がたくさん出てきてしまわないか
（何かに負荷をかけすぎないか）

・⻑期的な費⽤対効果を考えられているか
（勝⼿なマイナスを未来に渡さない）

失敗から学び、考え続けていること

ビジネスとしても、地域のソーシャルインパクトとしても。
未来につながるできるだけハッピーな取り組みを。
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ご清聴ありがとうございました




